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日本語 401（44%） 508（56%） 909（100%）
韓国語 225（27%） 617（73%） 842（100%）






























疑問 希望 意志 遂行 合計
日本語
第１中止形 244（97%） 2（1%） 1（0%） 0（0%） 2（1%） 3（1%） 252（100%）
第２中止形 227（88%）16（6%）42（%） 5（2%） 3（1%） 4（2%） 259（100%）
中止形合計 471（92%）18（4%）4（1%） 5（1%） 5（1%） 7（1%） 510（100%）
韓国語
第１中止形 135（94%） 4（3%） 0（0%） 0（0%） 2（1%） 8（5%） 149（100%）
第２中止形 334（87%）21（5%）3（1%） 3（1%）15（4%）8（2%） 384（100%）
中止形合計 469（88%）25（5%）3（1%） 3（1%）17（3%）16（3%）530（100 %）
中国語
第１中止形 126（94%） 2（2%） 2（2%） 0（0%） 2（2%） 1（0%） 133（100%）
























並列 前提 先行事態 原因 注釈 等 副状態 合計
日本語
第１中止形 40（16%）28（12%）114（47%） 50（21%）3（1%） 8（3%） 243（100%）
第２中止形 14（6%）9（4%） 97（43%） 55（24%）3（1%）49（22%） 227（100%）
韓国語
第１中止形 20（15%）6（5%） 62（48%） 36（28%）2（2%） 4（3%） 130（100%）
第２中止形 9（3%）16（5%）148（45%）107（33%）1（0%）46（14%） 327（100%）
中国語






並列 前提 先行事態 原因 注釈等 副状態
16％ 12％ 47％ 21％
1％ 3％
16％ 5％ 48％ 28％
2％ 3％










並列 前提 先行事態 原因 注釈等 副状態
6％ 47％ 24％ 22％
4％ 1％




















































































































第１中止形 10（4%） 233（96%） 243（100%）
第２中止形 11（5%） 216（95%） 227（100%）
中止形合計 21（4%） 449（96%） 470（100%）
韓国語
第１中止形 2（2%） 128（98%） 130（100%）
第２中止形 26（8%） 302（92%） 328（100%）
中止形合計 28（6%） 430（94%） 458（100%）
中国語
第１中止形 4（3%） 127（97%） 131（100%）
第２中止形 16（4%） 439（96%） 455（100%）
























第１中止形 196（92%） 18（8%） 214（100%）
第２中止形 201（93%） 15（7%） 216（100%）
中止形合計 397（92%） 33（8%） 430（100%）
韓国語
第１中止形 112（97%） 4（3%） 116（100%）
第２中止形 295（98%） 6（2%） 301（100%）
中止形合計 408（98%） 10（2%） 458（100%）
中国語
第１中止形 124（97%） 4（3%） 128（100%）
第２中止形 412（96%） 19（4%） 431（100%）
中止形合計 537（96%） 23（4%） 560（100%）
　カイ二乗検定の結果、日本語母語話者と学習者の中止形合計の使用数において、韓国語母語話者
の場合１％水準で、中国語母語話者の場合５％水準で有意差が認められ、残差分析の結果、いずれ
も日本語母語話者の継続相の使用数が有意に多かった（日本語･韓国語間：x2⑴= 11.212,p<.01、日
本語・中国語間：x2⑴= 5.151,p<.05）。学習者の用例の中で、継続相にすべきところに完成相を使
い不自然になっているものが見られた。
　　（16） この学期○○先生の環境分野の授業を取って最後レポートを書かなければいけないんだ。
（タスク_02_C008中国語下位群）
　　（17） 面白いのは、先輩がその時からずっと寝て今日の朝10時に起きたということがある。
（タスク_08_K020韓国下位群）
　一方で、完成相とすべきところに継続相を使用しているために、不自然に感じられる用例も存在
する。
　　（18） で歌っている最中に倒れて気を失っていて病院まで搬送された。
（タスク_08_C040中国語中位群）
　　（19） 販売量は2012年までこの２年間を経て、2004年の販売量を戻っていて、100千台くらい販
売していた。（タスク_03_C020中国語下位群）
　以上の事例は、ヴォイス及びアスペクトのそれぞれの習得と関連させて観察していく必要がある。
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５．まとめと今後の課題
　本稿では、「YNUコーパス」を対象とし、日本語母語話者と学習者の動詞中止形の使用の特徴に
ついて、特に先行研究で明らかになっていなかった関係的意味による使用状況について調査をした。
その結果、上級日本語学習者は、日本語母語話者にかなり近い使用分布の特徴を示すことがわかっ
た。
　今回の調査で明らかになったことをまとめると、以下のようになる。
① 日本語母語話者は、第１中止形の使用率が学習者に比べて高い。学習者の場合は、第２中止形
の使用率が第１中止形のそれを大きく上回る。
② 後続節（終止節）のムードについて、日本語母語話者も学習者も「叙述のムード」が９割を占
める。叙述以外のムードでは、学習者のほうが「働きかけ」での使用が多く、母語別にみると、
韓国語母語話者は「意志」が多く、中国語母語話者は、「ありがとうございます」や「すみま
せん」といった「遂行（感謝・謝罪）」が多い。
③ 関係的意味別の使用状況は、上級学習者は日本語母語話者と似た傾向を示すことがわかった。
ただし、不自然な用例も存在し、その要因としては述語のタイプの組み合わせに問題があるこ
とがわかった。
④ 動詞中止形における受動・非受動、また完成相・継続相の現れ方について量的な比較をしたと
ころ、完成相・継続相に関して日本語母語話者と学習者の間に有意な差が見られ、日本語母語
話者の継続相の使用が多かった。
　今後の課題としては、次のことがあげられる。まず、今回の調査で見られた学習者による不自然
な用例についての分析をさらに精査し、母語の影響やレベル差も含めて、その要因と自然な文を作
るための指導法を提示することである。また、質問紙調査やインタビューなども行い、学習者が実
際にはどのような意識でふたつの中止形を使い分けているのかも調べる必要がある。さらには、今
回扱えなかった関係的意味と作文タスク（グラフ説明、昔話、意見文などの「話題」）との相関に
ついても、明らかにしたいと考える。
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